
 令 和 ３ 年 度  第 ２ 回 
電気通信主任技術者試験問題  午前の部 

  試  験  科  目  
線路設備及び設備管理 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １０時００分 

２  試験終了時刻 
 試  験  科  目 科 目 数 終 了 時 刻 

 線路設備及び設備管理 １ 科 目 １２時３０分 

３  試験種別と試験科目の問題(解答)数及び試験問題ページ 
 

試 験 種 別 試 験 科 目 
 問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題 

 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 ペ ー ジ 

 線 路 主 任 技 術 者 線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ６ ６ ８ 10 ６ 線1 ～ 線23 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

 
[記入例]  受験番号  ０１CＪ９１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 

              
  
 
 
 
 
 
 

 

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  受験種別欄は、あなたが受験申請した線路主任技術者( 『線  路』 と略記) を○で囲んでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  満点は１５０点で、合格点は９０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 
 

受験番号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は２月 ２日１０時以降の予定です。 
合否の検索は２月２１日１４時以降可能の予定です。 
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線1

試 験 種 別 試 験 科 目

線路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＧＥ－ＰＯＮシステムの概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＧＥ－ＰＯＮシステムは、１心の光ファイバを用いてＬＡＮで一般的に使われている

(ア) をそのままの形式で、上り下り最大１ Ｇbit／s の伝送速度で送受信することが可

能である。

ＧＥ－ＰＯＮシステムでは、ＷＤＭ方式による双方向多重伝送技術が用いられており、ユー

ザ宅のＯＮＵから設備センタのＯＬＴ方向への上り信号には (イ) μｍ帯の波長帯域が割

り当てられている。

設備センタのＯＬＴとユーザ宅のＯＮＵとの間の伝送距離は同一ではない。ＯＬＴは、各

ＯＮＵからＯＬＴへの上り信号が衝突しない送出タイミングを算出するため、ＯＬＴと各ＯＮＵ

との間の伝送時間を測定する。この処理は (ウ) といわれる。

さらに、ＧＥ－ＰＯＮシステムでは、伝送帯域を有効活用するため、一般に、上り信号の帯

域を動的に制御しており、各ＯＮＵは要求する帯域をＯＬＴへ通知し、ＯＬＴが各ＯＮＵに帯

域を割り当てる (エ) といわれる機能が用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １.３１ ② ＤＭＴ ③ レンジング ④ オンデマンド

⑤ １.４９ ⑥ 等化増幅 ⑦ ペイロード ⑧ ＴＤＭフレーム

⑨ １.５５ ⑩ ＡＴＭセル ⑪ オーバレイ ⑫ ＧＥＭフレーム

⑬ １.６５ ⑭ ＤＢＡ ⑮ バースト ⑯ イーサネットフレーム



線2

(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光中継伝送路における雑音などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① ３Ｒ機能を有する再生中継器を用いた光中継伝送システムでは、中継器数の増加

による雑音は累積されないが、波形の劣化は累積されて信号対雑音比(ＳＮ比)が低

下する要因となる。

② 線形中継伝送路に用いられる光増幅器は、再生中継器と比較して、小型低消費電

力であり、ＳＮ比の低下が小さく、ＷＤＭ伝送システムにおいては波長ごとに増幅

が行える。

③ 光増幅器内部で生ずる自然放出光の影響によるビート雑音は、出力側において

ＳＮ比を入力時より低下させる要因となる。

④ 非線形現象の一つである四光波混合は、波長の異なる四つの光を光ファイバに入

射したとき、回折により四つの光の強度が変化する現象である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバにおける波形劣化などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ＭＭ光ファイバにおいて、モードごとに光信号の伝搬時間が異なり波形劣化を生

ずる現象は、ポッケルス効果といわれる。

② 光ファイバ中を伝搬する二つの偏波モード間に伝搬時間差が生ずる現象は、偏波

モード分散といわれる。

③ ＳＭ光ファイバの波長分散の値の単位としては、一般に、 ps／nｍ／kｍ が用い

られる。例えば、１０ ps／nｍ／kｍ とは、スペクトル幅１ nｍ の光が１０ kｍ

伝搬したとき、パルス幅が１ ps 広がることを意味する。

④ 光波長スペクトルに広がりを持つ光信号が、波長ごとに伝搬時間の異なる光ファ

イバを伝搬することにより波形劣化を生ずる現象は、光カー効果といわれる。



線3

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光通信における光の伝搬などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 光は、放送や携帯電話に用いられる電波の波長と比較して、非常に短い波長の電磁波であ

る。電磁波は、電界と磁界が直交して進行し、それぞれの振動方向は進行方向に垂直な横波

である。

Ｂ 光ファイバ中の屈折率の微小な揺らぎによって光が散乱する現象は、レイリー散乱といわ

れ、この散乱による損失の大きさは波長の２乗に比例する。

Ｃ 光ファイバにおいてコアとクラッドの境界面で光が全反射しながら伝搬するとき、光の電

界はコア内に閉じ込められており、境界面における電界の強さは入射光と反射光との干渉に

よりゼロになる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光通信に用いられる発光素子又は受光素子と光ファイバとの結合、発光素子の安定化などに

ついて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 発光素子から出射される光は、屈折や回折によって広がってしまうことから、発

光素子と光ファイバの結合には、一般に、レンズが用いられる。

② 光ファイバ内を伝搬してきた光は、光ファイバの出射端面から空間に放射される

際、開口数に依存して端面から広がって放射される。

③ 発光素子と光ファイバとの結合部で生ずる反射光の帰還を阻止するために、一般

に、ファラデー効果による偏光の回転を利用するプリズムが用いられている。

④ 発光素子は経年劣化などによる性能低下が避けられないため、光出力特性の補償

が必要となる。その特性を補償するための機構の一つとして、ＡＰＣ(Automatic

Power Control)がある。



線4

問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、一様線路について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したも

のを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

２本の平行導体から成る一様線路においては、抵抗、インダクタンス、静電容量などが線路

に沿って一様に存在していると考えられ、このような線路を (ア) 回路として扱うことが

できる。

線路上の任意の点ｘにおける電圧Ｖ(ｘ)及び電流Ｉ(ｘ)は、自然対数の底をｅ、特性インピー

ダンスをＺ 、端末条件により定まる積分定数をＡ及びＢとすれば、次式で表すことができる。０

γｘ γｘＶ(ｘ) ＝ Ａｅ ＋Ｂｅ－

１
Ｉ(ｘ) ＝ (Ａｅ －Ｂｅ )－γｘ γｘ

Ｚ０

ここで、γは (イ) 定数といわれる。減衰定数をα、位相定数をβ、虚数記号をｊとす

ると、γ ＝ α＋ｊβと表すことができる。

正弦波が線路上を進行していく場合、角速度をω、任意の点ｘの任意の時間ｔにおける電圧

と電流をそれぞれｖ(ｘ,ｔ)及びｉ(ｘ,ｔ)とすると、

αｘ＋ｊ(ωｔ－βｘ) αｘ＋ｊ(ωｔ＋βｘ)ｖ(ｘ,ｔ) ＝ Ａｅ ＋Ｂｅ－

１ αｘ＋ｊ(ωｔ－βｘ) αｘ＋ｊ(ωｔ＋βｘ)ｉ(ｘ,ｔ) ＝ Ａｅ －Ｂｅ－
Ｚ０

となり、位相がｘ、ｔの関数となっていることを示しており、同一位相の点が進む速度をｕと
ω

すれば、ｕ ＝ であり、ｕは (ウ) といわれる。
β

特性インピーダンスＺ の線路をインピーダンスＺで終端したとき、次式で表されるΓは終０

端点における (エ) といわれる。

Ｚ－Ｚ０
Γ ＝

Ｚ＋Ｚ０

<(ア)～(エ)の解答群>

① 集中定数 ② 拡 散 ③ 分 散 ④ 電圧反射係数

⑤ 拡散速度 ⑥ 静電結合 ⑦ 伝 搬 ⑧ 遮蔽係数

⑨ 分布定数 ⑩ 漏話特性 ⑪ 時定数 ⑫ 逆流減衰量

⑬ 群速度 ⑭ 位相速度 ⑮ 帰 還 ⑯ 比誘電率
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＭＭ光ファイバの伝送帯域及び周波数特性について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 伝送帯域は、ベースバンド周波数特性において、光ファイバを１ kｍ 伝送した

光信号を電気信号に変換した後の電圧の振幅が、変調周波数ゼロのときと比較して

６ dＢ 減衰するまでの周波数の範囲として求めることができる。

② ベースバンド周波数特性は、光ファイバがどこまで高い周波数の変調光信号を伝

搬できるかを示すものであり、入射光信号と出射光信号の位相の差で表され、一般

に、変調周波数が高いほど、また、伝送距離が長いほど、周波数チャーピングの影

響により光信号波形は劣化する。

③ ＧＩ型光ファイバの伝送帯域は波長分散とモード分散によって制限され、光源に

ＬＤを使用する場合には波長分散が、また、ＬＥＤを使用する場合にはモード分散

が伝送帯域を制限する主な要因となる。

④ 伝送帯域特性は光ファイバのモードフィールド径に依存することから、ＧＩ型光

ファイバは、一般に、その使用波長で伝送帯域が最大となるようにモードフィールド

径が設計される。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

環境に配慮した電気通信線路設備などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電気通信線路設備に用いられる環境配慮型ケーブルは、外被がポリ塩化ビニル系

の材料に統一されており、リサイクルが可能であるため、廃棄物の低減に寄与する

ことができる。

② 難燃性を持たせた環境配慮型ケーブルの外被には、一般に、水酸化マグネシウム

などの金属水酸化物を混和した材料が用いられている。

③ 環境配慮型ケーブルには、燃焼時に有害なガスを発生させないものとして、ハロ

ゲンフリーケーブルがあり、このケーブルには総称してハロゲンといわれる、ケイ素、

塩素、臭素、ヨウ素及びアスタチンが含まれていない。

④ 電気通信線路設備におけるリサイクル形態のうち、廃プラスチックなどを焼却す

る際に発生する熱エネルギーを回収して燃料として再利用する形態は、マテリアル

リサイクルといわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光コネクタの種類、特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① 単心光コネクタであるＳＣコネクタやＭＵコネクタには、接続した光ファイバ端

面における反射戻り光を抑制する方法として、凸球面状に研磨したフェルールの端

面どうしを押圧して光ファイバを密着させるフィジカルコンタクト接続といわれる

技術が用いられている。

② ＳＣコネクタは、コネクタプラグがアダプタを介してかん合される構造を有して

おり、コネクタプラグとアダプタを挿抜するメカニズムとしてプッシュプル結合方

式が採用されている。

③ 多心光ファイバに用いられるＭＴコネクタは、フェルールに多心光ファイバを固

定し、２本のガイドピンを用いて光ファイバの光軸の位置を合わせる構造であり、

フェルールどうしをクリップで固定することで接続状態となる。

④ 架空光クロージャにおける光ファイバの接続作業の効率化を目的とした光コネク

タには、単心用の現場組立光コネクタであるＬＣコネクタがある。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電柱の耐力、根入れ長などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) であ

る。

<(ク)の解答群>

① コンクリート柱に用いられるプレストレストコンクリート(ＰＣ)は、あらかじめ

引張応力を与えておき、外力による圧縮応力を打ち消すことでひび割れの発生を防

いでいる。

② 電柱が倒壊しないためには、水平荷重による曲げモーメントに対して地盤が十分

な抵抗モーメントを有し、傾斜角が過大にならないことが必要であることから、通

１
常地盤における電柱の根入れ長は、一般に、電柱の長さの とされている。

７

③ ＪＩＳにおいて、ＰＣ柱(１種)の曲げ強度は、ひび割れ試験荷重を加えたとき幅

０.５ ｍｍ を超えるひび割れが発生してはならない、このひび割れ試験荷重を除

いたとき幅０.１ ｍｍ を超えるひび割れが残留してはならないと規定されている。

④ コンクリート柱の劣化を判断するための非破壊検査の方法として、打音法、超音

波法、電磁波法などがある。このうち、超音波法では、測定物に対して超音波を入

射し、その反射波を測定することによりひび割れ、異常箇所の有無などを検出する。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信線路設備の信頼性対策などについて述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

管路に布設されたケーブルが、車両の通過に起因する振動、ケーブルの温度伸縮などにより

移動する現象は、クリーピングといわれる。クリーピングは、ケーブルの種別によらず、全て

のケーブルに発生するおそれがある。

クリーピングを防止する対策としては、機械的にケーブル移動を止める方法、ケーブル移動

量に見合った (ア) をケーブルに設ける方法などがあり、機械的にケーブル移動を止める

方法には、 (イ) によってケーブルを把持し、マンホール壁面によって支える方法がある。

寒冷地において、ケーブル引上げ点、橋梁添架などの管路が大気中に露出している箇所で管
りょう

路内の溜水が凍結すると、体積膨張によりケーブルに過大な力が働き、傷や座屈が発生するこ
りゅう

とがある。対策としては、 (ウ) を挿入することにより、凍結圧を (ウ) で吸収する

方法がある。

光ファイバケーブルに用いられる石英系光ファイバにおいては、引張応力が加わり、ある程

度のひずみが発生すると、やがて光ファイバが破断する場合がある。この対策として、光ファ

イバに加わっているひずみの分布を測定し、ひずみの発生箇所を特定するとともに光ファイバ

の破断の発生を事前に推定する方法が有効である。ひずみの分布測定には、光ファイバのひず

み量に比例して (エ) の周波数分布がシフトする特性が利用される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＰＥパイプ ② ダクト止水栓 ③ フレネル反射光

④ セパレータ ⑤ スラック ⑥ インナクランプ

⑦ 不織布 ⑧ 移動防止金物 ⑨ レイリー散乱光

⑩ ＦＴＣ ⑪ ラマン散乱光 ⑫ ケーブル受金物

⑬ シーリングテープ ⑭ テンションメンバ

⑮ ブリルアン散乱光 ⑯ スリーブガスケット
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバケーブルにおける浸水、浸水対策などについて述べた次の文章のうち、誤ってい

るものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバケーブルは、メタリックケーブルとは異なり、ケーブル内に水が浸入

しても直ちに伝送特性には影響を及ぼさないが、浸水を長期間放置した場合は、ケー

ブル内の金属の腐食などにより発生する水素の影響で損失が増加し、伝送特性に影

響を及ぼす場合がある。

② 光ファイバケーブルの保守方法には、光ファイバケーブル内での浸水防止対策の

違いにより、ケーブル内部に防水材料を充塡する非ガス保守方式を用いる方法と、

ケーブル内部に大気圧と比較して高い圧力の乾燥空気を送り込むガス保守方式を用

いる方法がある。

③ 地下用クロージャなどの接続部に設置した浸水検知モジュールは、水が浸入する

と光ファイバ心線に曲げを与え、破断させる構造となっており、破断位置をＯＴＤＲ

で検出することにより浸水位置を特定することができる。

④ 非ガス保守方式を適用する光ファイバケーブルに用いられるＷＢテープは、浸水

すると水を吸収し、膨張しながらゲル化してケーブルの隙間を埋め尽くすことによ

り、止水ダムを形成してそれ以上の浸水を防止するものである。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバの心線対照技術などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① 光ファイバＩＤテスタを用いて、光ファイバを湾曲させ漏洩した光によって心線
えい

対照を行う場合は、１ ＧＨz 変調の対照光が用いられる。

② 光ファイバＩＤテスタには、心線対照のほか、光ファイバの損失測定及び簡易な

光レベル測定を行えるものがある。

③ 光ファイバＩＤテスタの送信部から送出される対照光としては、現用回線の通信

光で使用されている波長と同じ、又は湾曲させた光ファイバから漏れやすい短波長

の光を使用する。

④ 光ファイバ断線時において、断線箇所を探知するため可視光源を利用する場合が

ある。可視光源としては、一般に、出力光を直視しても目の嫌悪反応によって目が

保護されるクラス４のレーザ安全規格を満たしている赤色ＬＤが用いられる。
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布設方向
Ｌ ｍ

Ｘ点 Ｙ点

Ｘ点直前の張力

Ｔ０ Ｎ

(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

線路設備の腐食及び生物被害とその対策について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① 鋼管柱が著しく腐食しやすい環境における腐食対策としては、腐食地用鋼管柱で

あるＡＥ柱又はＵＣ柱を使用する方法がある。

② マンホール内の金物腐食には、イオン化傾向が同じ金属材料の金物の接触による

腐食、硫酸イオンを多く含む貯留水中でのバクテリアの作用による腐食などがあり、

選択排流器を用いた防食、有機被覆による絶縁防食などの対策が有効である。

③ 昆虫類によるドロップ光ファイバケーブルの外被損傷としては、セミの幼虫によ

るかじり、ガの成虫の産卵管による損傷などがあり、ドロップ光ファイバケーブル

と平行にピアノ線を張る対策が有効である。

④ キツツキ、リスなどの鳥虫獣類による外被損傷の防止対策に用いられる架空ケー

ブルとしてＨＳケーブルがあり、ケーブル外被はアルミラミネートテープで補強・

保護されている。

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図に示すような平面線形が直線の管路区間モデルにおいて、以下に示す条件で光ファイバ

gケーブルを布設する場合、Ｙ点での張力は、 (ク) Ｎ である。ただし、重力加速度

は１０ ｍ／s とする。２

(条 件)

ⓐ Ｘ点直前の張力 Ｔ ：１,５００ Ｎ０

ⓑ 区間長 Ｌ：１５０ ｍ

ⓒ ケーブル質量 Ｗ：０.６ kg／ｍ

ⓓ 摩擦係数 μ：０.５

ⓔ 光ファイバケーブルの布設ルートに高低差はないものとする。

<(ク)の解答群>

① １,５４５ ② １,５９０ ③ １,６８０

④ １,９５０ ⑤ ２,４００
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計１５点)

(１) 次の文章は、ＷＤＭ方式を用いた中継光海底ケーブルシステム(ＷＤＭシステム)に用いられる

光海底中継器について述べたものである。 内の(ア)～(ウ)に最も適したものを、下記

の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。

(２点×３＝６点)

ＷＤＭシステムにおいて、波長の異なる複数の光信号は光海底中継器を用いて (ア) さ

れることから、伝送波長数を増やすためには、光海底中継器の利得帯域の平坦化と広帯域化が
たん

不可欠である。そこで、光海底中継器内のエルビウム添加光ファイバ増幅器(ＥＤＦＡ)の光波

長に対する利得特性を平坦化する特性を持つ (イ) を用いることにより、１.５５μｍ帯

において (ア) する帯域として４０ nｍ に及ぶ広い利得帯域を確保することが可能となっ

ている。

(イ) には、光ファイバのコアに周期的な屈折率変化を形成した (ウ) などが使用

されている。

<(ア)～(ウ)の解答群>

① モード結合 ② 利得等化フィルタ ③ 光サーキュレータ

④ 光アイソレータ ⑤ 偏光フィルタ ⑥ 一括増幅

⑦ 圧縮・伸張 ⑧ ファイバカプラ ⑨ 波長可変ＬＤ

⑩ 複屈折 ⑪ ファイバセレクタ ⑫ ファイバグレーティング

(２) 次の問いの 内の(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光海底ケーブルの種類と適用について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ)

である。

<(エ)の解答群>

① 光海底ケーブルには、使用環境の違いによって、外傷防止のための様々な保護構

造が施されている。陸揚局近傍の浅海域では、特に、漁労、錨などにより損傷を受
いかり

けやすいため、一般に、鋼線を一重又は二重に巻いて保護した鋼線外装ケーブルが

用いられている。

② 無中継用光海底ケーブルには、陸上用光ファイバケーブルとの相互接続性を考慮

し、一括融着接続を可能とする４心テープ心線を溝付きのスロットに積層して収納

することにより、光ファイバ心線を最大１００心収容できる構造を有するものがあ

る。

③ 外装ケーブルの一つであるＤＡ(Double Armored)ケーブルは、鋼線を二重に巻い

て強固に保護した構造であり、このような鋼線外装ケーブルには、海底面での外力

などによる損傷を防止できると同時に、無外装ケーブルと比較して高い破断張力性

能を有するケーブルがある。

④ 無外装ケーブルの一つであるＬＷＳ(Light Weight Screened)ケーブルは、ＬＷ

コアをプラスチックテープで覆い、さらに、高密度ポリエチレンシースで保護した

構造であり、耐水圧強度は外装ケーブルと比較して劣っている。
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(３) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

中継光海底ケーブルの絶縁故障位置の測定などについて述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 片端給電の中継光海底ケーブルシステムでは、海中区間での光海底ケーブルの絶

縁故障が一箇所でも発生すると、その故障発生箇所がどの中継区間であっても全て

の光海底中継器へ給電することができなくなる。

② 片端給電の中継光海底ケーブルシステムでは、海中区間での光海底ケーブルの絶

縁故障が発生した場合、光海底ケーブルの静電容量を測定することにより、高精度

の絶縁故障点位置の判定が可能である。

③ 両端給電の中継光海底ケーブルシステムでは、海中区間での光海底ケーブルの絶

縁故障が複数箇所にあっても絶縁故障箇所が１中継区間内であれば、全ての光海底

中継器への給電が継続可能である。

④ 海中区間での光海底ケーブルの絶縁故障位置の探索において、両端給電の中継光

海底ケーブルシステムは、片端給電の中継光海底ケーブルシステムと異なり、ベル

ヌーイの法則により絶縁故障点での接地抵抗分の測定誤差への影響が打ち消される

ため、絶縁故障点位置の測定精度が上がる。

(４) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

中継光海底ケーブルシステムに用いられるＥＤＦＡについて述べた次の文章のうち、正しい

ものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＥＤＦＡを用いた中継光海底ケーブルシステムでは、１中継区間における光海底

ケーブルの光損失と光海底中継器内のＥＤＦＡの利得が等しくなるように設計され

ており、各光海底中継器出力はほぼ同じとなる。

② ＥＤＦＡの動作領域としては利得飽和の領域が利用され、利得飽和の領域では、

ＥＤＦＡへの入力パワーが高くなるほど利得が大きくなる。

③ ＥＤＦＡの特性を示すパラメータの一つである雑音指数は、小さいほど低雑音で

あることを示しており、完全な反転分布が実現された理想的なＥＤＦＡの雑音指数

は、約６ dＢ である。

④ １台の光海底中継器で発生する自然放出光雑音パワーＰ は、光海底ケーブル中でＡ

は光ファイバの損失によって減少し、光海底中継器内のＥＤＦＡでは増幅されない。

したがって、ｎ台の光海底中継器が用いられている中継光海底ケーブルシステムに

おいて累積される光雑音パワーＰ は、ほぼＰ と等しい。ｎ Ａ
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計１５点)

(１) 次の文章は、通信土木設備の橋梁添架について述べたものである。 内の(ア)～(ウ)
りょう

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×３＝６点)

管路ルートが河川などを横断する場合には、道路橋、専用橋などを利用する必要があり、道

路橋などに管路を添架する形式は、橋梁の上部構造を利用するものと、下部構造を利用するも

のに大別される。

管路の添架位置は、道路橋桁の両側又は床版の下で洪水時の流水などによる外力や (ア)

の影響を受けにくい箇所を選定する。管種としては、一般に、硬質ビニル管を使用し、橋台際

や支持間隔の制約で硬質ビニル管が適用できない箇所などでは鋼管を使用する。管の支持間隔

は、管の水平移動、軸のたわみ、許容荷重などを考慮して、一般に、硬質ビニル管では２.０

ｍ ～２.５ ｍ 程度、鋼管では (イ) ｍ 以下とされている。

橋梁下でたき火などにより火災のおそれがある箇所には、耐火防護を施す必要があり、一般

に、断熱材と外装材を一体化して管路に巻き付ける (ウ) 工法が用いられている。

<(ア)～(ウ)の解答群>

① ３.５ ② 直射日光 ③ 排気ガス

④ ４.５ ⑤ セラユニット ⑥ 路面交通荷重

⑦ ５.５ ⑧ 日覆鋼材 ⑨ ロックウール

⑩ ６.５ ⑪ 雷 ⑫ プレキャスト

(２) 次の問いの 内の(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信土木設備である管路設備の形態などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (エ) 。

Ａ 管路設備は、設備形態の違いにより、一般に、一般管路設備、中口径管路設備及び地下配

線管路設備に分けられ、地下配線管路設備には、１条の管路に配線ケーブルと引込みケーブ

ルを混在させて布設するフリーアクセス方式によるものがある。

Ｂ 一般管路設備は、一般に、呼び径７５ｍｍの管が多条多段に積まれ、地表面下１ ｍ ～２

ｍ 程度の深さに埋設される。

Ｃ 一般管路設備の盛土区間における管路の占用位置は、盛土崩壊のおそれが少ない位置を基

本とし、使用する管種は、一般に、硬質ビニル管である。

<(エ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信土木設備の道路占用又は河川占用について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 通信土木設備工事において道路占用工事を行う場合、道路法に基づく道路占用許

可及び道路交通法に基づく道路使用許可の取得が必要である。

② 道路占用工事においては、沿道住民への迷惑防止、公共事業の繰り返し工事防止

などの観点から、一般に、工事計画段階で道路管理者が道路占用工事調整会議を主

催して、必要により同一掘削溝内での共同施工などの調整が図られている。

③ 道路占用工事調整には、一般に、比較的大規模な計画工事を扱う年間調整、供給

工事などの小規模工事を扱う月間調整などがある。

④ 河川には、管理区分により一級河川、二級河川、準用河川などがあり、一級河川

には国土交通大臣が指定する指定区間と、それ以外の指定区間外がある。河川占用

許可申請は、一般に、一級河川の指定区間外の場合は都道府県に行い、二級河川の

場合は市町村へ行う。

(４) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信土木設備の埋設物探査方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電磁波レーダ法では、地表面に置かれた送信アンテナから地中に向けて電磁パル

スを放射し、電気的特性が異なる界面で発生する弾性波を受信アンテナでとらえる

ことにより、弾性波の減衰量から埋設物の位置や深度が計測できる。

② 電磁波レーダ法は、埋設管の電気的特性が伝搬媒体である周辺の土と異なるもの

であれば、埋設管の材質は金属及び非金属ともに探査可能である。

③ 電磁誘導法は、周辺環境に起因する２次誘導が発生することはなく、他の誘導体

の影響を受けないという特徴を有している。

④ 電磁誘導法は、地中の金属媒体に誘導電流を流して金属媒体から発生する誘導磁

界を地上から計測するものであり、一般に、地中の空洞にも適用できる。
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問６ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、労働安全衛生に関する法令に基づく安全管理体制及び安全活動の概要について述

べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その

番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

労働安全衛生法において、労働災害とは、労働者の就業に係る建設物、設備、原材料、ガス、

蒸気、粉じん等により、又は作業行動その他業務に起因して、労働者が負傷し、疾病にかかり、

又は死亡することと定義されている。

労働災害統計において、労働災害の発生の頻度を示す指標として、 (ア) がある。

(ア) は、１００万延べ実労働時間当たりの労働災害による死傷者数をもって表される。

事業者は、快適な職場環境の実現と労働条件の改善を通じて職場における労働者の安全と健

康を確保する責務を有している。

労働安全の管理体制としては、通信業の場合、事業者は常時使用する労働者数が３００人以

上の事業場において、 (イ) を選任し、その者に安全管理者、衛生管理者などの指揮をさ

せるとともに、労働者の危険又は健康障害を防止するための措置などに関する業務を統括管理

させなければならない。さらに、通信業の場合、常時１００人以上の労働者を使用する事業場

において、事業者は労働者の危険の防止に関する重要事項などを調査審議させ、事業者に対し

意見を述べさせるために、 (ウ) を設けなければならない。 (ウ) の運営方法として、

重要な議事内容は記録し、３年間保存しなければならない。

また、働きやすく、安全な職場を作るためには、創意工夫などによって常により良い職場に

改善する姿勢と努力が必要である。創意工夫などを引き出すための安全活動として、事故に直

結してもおかしくない一歩手前の事例を発見し、その原因を解消する (エ) 運動がある。

(エ) 運動は、労働災害における経験則の一つであるハインリッヒの法則などに基づいて

おり、重大な事故の発生を未然に防止するための有効な活動とされている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 監理技術者 ② 安全委員会 ③ 安全衛生協議会

④ 安全施工サイクル ⑤ 強度率 ⑥ ＺＤ(Zero Defect)

⑦ ヒヤリハット ⑧ 年千人率 ⑨ 統括安全衛生責任者

⑩ 度数率 ⑪ 一声かけ ⑫ 労働能力喪失率

⑬ 災害防止協議会 ⑭ 総括安全衛生管理者

⑮ 技術管理評議会 ⑯ 労働安全コンサルタント
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

設備保全の概要などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 設備保全には、故障の防止や故障の修理などを行う維持活動と、設備寿命の延命や保全時

間の短縮などを行う改善活動がある。

Ｂ 設備保全の目的である生産性を高めるための生産保全は、一般に、設備の一生涯を通して、

ライフサイクルコストと設備の劣化損失との両方を引き下げ、企業の収益性を高めるために

行われる。

Ｃ 設備保全などの業務に求められる品質管理、安全管理などの成果は、五つの項目の英字表

記の頭文字をとって、一般に、ＱＣＤＳＭとして評価され、このうちＭは可動性(Mobility)

を指している。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

故障率分布の一般的な特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① ある部品の故障率がＣＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の寿命分布は、

正規分布に従う。

② ある部品の故障率がＣＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の時間当たりの

故障の起こる割合は一定で、その故障発生の時期の予測が可能である。

③ ある部品の故障率がＤＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品はある特定期間

に故障が集中する傾向があり、故障が集中的に起こる直前に事前取替を行うことで

未然に故障を防止できる。

④ ある部品の故障率がＤＦＲ型を示す期間内にあるとき、この部品の使用に先立ち、

バーンインなどによりスクリーニングを行い、初期において故障率が高いものを除

くことで故障率の低い良品を選ぶことができる。



線16

(４) 次の文章は、修理系装置の信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、装置は偶発故障期間にある

ものとする。また、指数関数の値は、ｅを自然対数の底として、ｅ ＝１.１１、ｅ ＝１.２２、０.１ ０.２

ｅ ＝１.６５、ｅ ＝２.７２、ｅ ＝５４.６０、ｅ ＝１４８.４１とし、答えは、四捨五入に０.５ １ ４ ５

より整数とする。 (３点×２＝６点)

装置のある期間の稼働状況を調査したところ、２０回の故障があり、そのたびに修理を行っ

た。また、この期間の動作時間の合計は４,０００時間、故障による休止時間の合計は５００

時間であった。

(ⅰ) この装置の稼働開始後１００時間経過時点における信頼度は、 (キ) ％ である。

(ⅱ) この装置の固有アベイラビリティは、 (ク) ％ である。

<(キ)、(ク)の解答群>

① ２ ② １１ ③ １３ ④ ６１

⑤ ７４ ⑥ ８７ ⑦ ８９ ⑧ １４９
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問７ 次の問いに答えよ。 (小計２６点)

(１) 次の文章は、ＩＴ戦略会議・ＩＴ戦略本部合同会議で取りまとめられた取組方針である｢線路

敷設の円滑化について｣にのっとり策定された｢公益事業者の電柱・管路等使用に関するガイド

ライン｣における基本的な考え方などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、以下において、設備とは、

電柱、管路、とう道、ずい道、鉄塔その他の認定電気通信事業の用に供する線路又は空中線を設

置するために使用することができる設備をいい、設備保有者とは、設備の所有者をいう。

(２点×４＝８点)

公益事業者の電柱・管路等使用に関するガイドラインは、設備保有者が認定電気通信事業者

(以下、事業者という。)に設備の一部を提供する場合において、設備保有者及び事業者が遵守

すべき標準的な取扱方法を取りまとめることにより、事業者による線路敷設等の円滑化を図り、

超高速インターネットの整備に不可欠な (ア) の整備等を推進し、もって利用者の利益、

国民の利便の向上に資することを目的とする。

設備保有者から事業者への設備の貸与期間は、原則として (イ) 年間であり、設備保有

者が事業者から設備提供の継続の申込みを受けたときは、このガイドラインに定めた更新ルー

ルによることとされている。

設備使用料の原価は、原則として (ウ) 及び保守運営費に、他人資本費用、自己資本費

用及び利益対応税の合計額を加えて算定するものとし、設備保有者は、事業者に対し、当該原

価に基づく適正な設備使用料を求めることができる。

また、設備保有者が保有する電柱に設置された支線を所有する者(以下、支線保有者という。)

は、事業者から支線の共用の申込みを受けたときは、支線の共用を行うことにより電柱保有者

の技術基準に適合しない場合等を除き、原則として、支線の共用を拒否しないものとする。支

線保有者は、支線の共用を拒否できる事項に該当し、申込みを拒否する場合には、その事業者

に対し、拒否する理由を (エ) により通知するものとする。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ３ ② ５ ③ １０ ④ １５

⑤ ＰＯＩ ⑥ 光ファイバ網 ⑦ 口頭又は書面 ⑧ ドライカッパ

⑨ 消費税 ⑩ ＶＤＳＬ方式 ⑪ 減価償却費 ⑫ 施設設置負担金

⑬ 総務省指定の施工通知書 ⑭ 書面又は電子メール等の電磁的方法

⑮ 請負契約約款に基づく請書 ⑯ 支障移転工事費
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(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電気通信事業者のネットワーク構築マニュアル(総務省：令和元年９月６日改定)に基づく

ネットワーク構築の方法などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① 自ら伝送路設備を設置して、利用者に電気通信役務を提供する方式は、｢設置｣方

式といわれる。｢設置｣方式のうち、自ら光ファイバ等を敷設・所有し、伝送路設備

として設置する方式は、｢線路敷設｣方式といわれる。

② 他者の所有する光ファイバ等についてＩＲＵの設定を受け、伝送路設備として設

置する方式は、｢ＩＲＵ｣方式といわれる。ＩＲＵとは、一方的に破棄し得る所有権

のことをいい、他者の所有する光ファイバ等について、この設定を受けた事業者は、

当該光ファイバ等を臨時的に所有している状態にあると認められる。

③ 他の電気通信事業者から卸電気通信役務に基づく電気通信役務の提供を受けるこ

とにより、他者の設置する電気通信設備を用いて電気通信役務を提供する方式は、

｢卸役務｣方式といわれる。

④ 自らの電気通信設備と他の電気通信事業者の電気通信設備を相互に接続し、それ

ぞれの事業者が、利用者に対し、自らの電気通信設備に係る電気通信役務を提供す

る方式は、｢接続｣方式といわれる。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法)に基づく建設副産物の処理などについて

述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 建設工事に伴い発生する建設副産物のうち、廃棄物処理法に規定する産業廃棄物

に該当するものとしては、建設汚泥、建設発生木材、建設発生土などがある。

② 排出事業者は、工事において発生した産業廃棄物の処理を委託する場合、市区町

村長が許可した産業廃棄物処理業者に委託しなければならない。

③ 排出事業者は、工事において発生した産業廃棄物の処理を委託する場合、産業廃

棄物管理票(マニフェスト)により処理が適正に行われているか管理しなければなら

ない。マニフェストには、複写式の紙伝票を利用する紙マニフェストと情報処理セ

ンターにパーソナルコンピュータなどを使って情報登録する電子マニフェストがあ

る。

④ 建設副産物適正処理推進要綱において、元請業者は、建設廃棄物の処理を委託す

る場合、契約の簡素化及び処理作業の一元化を図るため、運搬と処分について同一

業者と一括契約することが望ましいとされている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図に示すネットワーク式工程表について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① 結合点(イベント)番号４の最早結合点時刻は、６日である。

② 結合点(イベント)番号５の最遅結合点時刻は、９日である。

③ 作業Ｂの所要日数を短縮することにより、クリティカルパスの所要日数を短縮す

ることが可能である。

④ 作業Ｅは、最早結合点時刻で作業を開始すれば、所要日数４日に対して１日遅れ

てもクリティカルパスの所要日数は変わらない。

⑤ 作業Ｇのフリーフロートは、２日である。

作業Ｅ

作業Ｈ作業Ｆ

４日 ４日

３日 ３日
２

作業Ａ

３日

作業Ｂ

作業Ｃ

２日
６

３

４ ７１

５
作業Ｄ

４日

作業Ｇ

１日
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(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

建設業法に定める内容に基づく建設工事の許可、施工管理などについて述べた次の文章のう

ち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 建設業を営もうとする者は、請負代金の額が１,０００万円に満たない軽微な建設

工事のみを請け負うことを営業とする者以外は建設業の許可を受けなければならな

い。また、当該許可は１０年ごとにその更新を受けなければ、その期間の経過によっ

て、その効力を失う。

② 建設業の許可を受けようとする者は、二以上の都道府県の区域内に営業所を設け

て営業をしようとする場合にあってはそれぞれの都道府県知事の許可を、一の都道

府県の区域内にのみ営業所を設けて営業しようとする場合にあっては当該営業所の

所在地を管轄する市区町村長の許可を受けなければならない。

③ 建設業者は、その請け負った工事を一括して他人に請け負わせてはならない。ま

た、建設業を営む者は、建設業者からその建設業者の請け負った工事を一括して請

け負ってはならない。ただし、民間工事及び公共工事のいずれにおいても、あらか

じめ、発注者から書面又は口頭による承諾を得た場合はこの限りでない。

④ 元請負人は、請負代金の出来形部分に対する支払又は工事完成後における支払を

受けたときは、当該支払の対象となった建設工事を施工した下請負人に対して、当

該元請負人が支払を受けた金額の出来形に対する割合及び当該下請負人が施工した

出来形部分に相応する下請代金を、当該支払を受けた日から１月以内で、かつ、で

きる限り短い期間内に支払わなければならない。
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(６) 次の問いの 内の(ケ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電気通信事故に係る事故報告制度における、電気通信設備の故障により電気通信役務の提供

を停止させた事故の発生による事故の報告について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ケ) である。

<(ケ)の解答群>

① 警察、消防などへの緊急通報を取り扱う０ＡＢ～Ｊ－ＩＰ電話の音声伝送役務に

おいて、継続時間２時間かつ影響利用者数３万の事故は、総務大臣に報告を要する

重大な事故に該当する。

② 警察、消防などへの緊急通報を取り扱わない０５０－ＩＰ電話の音声伝送役務に

おいて、継続時間３時間かつ影響利用者数４万の事故は、総務大臣に報告を要する

重大な事故に該当する。

③ 電気通信事業者が設置した海底ケーブルの故障により、当該電気通信設備を利用

する全ての通信の疎通が３時間不能の事故は、総務大臣に報告を要する重大な事故

に該当する。

④ 利用者から電気通信役務の提供の対価としての料金の支払いを受けないインター

ネット関連サービス(別に定められている音声伝送役務などを除く。)の電気通信役

務において、継続時間１２時間かつ影響利用者数２０万の事故は、総務大臣に報告

を要する重大な事故に該当する。

(７) 次の問いの 内の(コ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

内閣府から公表されている事業継続ガイドラインにおけるＢＣＭ(Business Continuity

Management)の概要について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (コ) である。

<(コ)の解答群>

① 大地震などの自然災害、感染症のまん延など不測の事態が発生しても、重要な事

業を中断させない、又は中断しても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、

体制、手順などを示した計画は、ＢＣＰ(Business Continuity Plan)といわれる。

② ＢＣＰ策定や維持・更新、事業継続を実現するための予算・資源の確保、事前対

策の実施、取組を浸透させるための教育・訓練の実施、点検、継続的な改善などを

行う平常時からのマネジメント活動は、ＢＣＭといわれ、現場のボトムアップによ

る実務レベルの実践的活動として位置付けられる。

③ ＢＣＭは、企業・組織全体のマネジメントとして継続的・体系的に取り組むこと

が重要である。その手法として、例えば、ＰＤＣＡサイクルなどのマネジメントに

関する仕組みの活用が有効である。

④ ＢＣＭは、社会や地域における企業・組織の責任の観点からも必要と認識される

べきであり、災害対策基本法に基づく国の防災基本計画においても、災害時に重要

業務を継続するためのＢＣＰを策定・運用するよう努めることが企業の果たす役割

の一つとして記載されている。
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問８ 次の問いに答えよ。 (小計１４点)

(１) 次の文章は、ＶＰＮの概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適し

たものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ

解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＶＰＮは、インターネットなどのオープンなネットワーク上に (ア) 的な専用ネット

ワークを構築してセキュアな通信を可能とするものであり、暗号化、認証などの技術を用いて

実現される。

ＶＰＮで用いられる代表的な暗号化通信のプロトコルにＩＰｓｅｃがある。ＩＰｓｅｃの通

信モードには、 (イ) モードと (ウ) モードの二つがある。 (イ) モードでは転

送するＩＰパケットに対してＩＰヘッダまで含めて暗号化とメッセージ認証の処理を行い、新

たなＩＰヘッダを付加してカプセル化することにより、ルータなど通信経路上の装置間でのセ

キュアな通信を可能とする。一方、 (ウ) モードは、ＩＰヘッダは暗号化せず、ＩＰパケッ

トのペイロード部の暗号化を行うモードで、一般に、エンド・ツー・エンドのホスト間でセキュ

アな通信を行う場合に利用される。

ＶＰＮの接続形態は、本社、支店など拠点のネットワークどうしを接続するための拠点間接

続ＶＰＮと、自宅、外出先などの端末から拠点のネットワークに接続するための (エ)

ＶＰＮに大別される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 開 放 ② リモートアクセス ③ トンネル ④ ソケット

⑤ 制 約 ⑥ ＬＡＮ間接続 ⑦ プロキシ ⑧ セキュリティ

⑨ 仮 想 ⑩ ローカルアクセス ⑪ ＳＳＬ ⑫ トランスポート

⑬ セーフ ⑭ サイト間接続 ⑮ 物 理 ⑯ シークレット



線23

(２) 次の問いの 内の(オ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２０１４に規定されている、ＩＳＭＳ(情報セキュリティマネジメ

ントシステム)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① プログラムソースコードへのアクセスは、制限しなければならない。

② 情報セキュリティのための方針群は、これを定義し、管理層が承認し、発行し、

全ての従業員に通知しなければならず、関連する外部関係者に対しては秘匿しなけ

ればならない。

③ 資産の取扱いに関する手順は、組織が採用した情報分類体系に従って策定し、実

施しなければならない。

④ 装置は、可用性及び完全性を継続的に維持することを確実にするために、正しく

保守しなければならない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

サイバー攻撃について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ データベースと連携したＷｅｂサイトに入力するデータの中に悪意のあるＳＱＬ文を埋め

込むことでデータベースを不正に操作する攻撃は、一般に、クロスサイトスクリプティング

といわれる。

Ｂ ＪａｖａＳｃｒｉｐｔは、Ｗｅｂページに動きや対話性などを付加することができるプロ

グラミング言語である。ＪａｖａＳｃｒｉｐｔで記述されたプログラムを攻撃対象のＷｅｂ

ページに埋め込み、そのページの閲覧者を不正サイトに誘導したり、データを盗用したりす

るために用いられる場合がある。

Ｃ インターネット上でサービスを提供しているサーバに対し、パケットを大量に送りつける

などして、サーバが提供しているサービスを妨害する攻撃は、一般に、ＤｏＳ攻撃といわれ

る。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 
 
(3) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 
(6) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 
 
(7) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしていません。 
 


